
～９５ｔｈ 喜多方建設事務所の歴史～
喜多方建設事務所は、大正１４年に若松土木監督所の管轄区域の分割により、喜多方市寺
町南５０１８（現在職員公舎建設地）に前身である喜多方土木監督所が設置されて以来、９５年
経過しました。昭和５３年１１月、喜多方合同庁舎の完成により、現在地に移転しました。

平成30年６月１０日に発生した大阪府北部を震源とする地震により、ブロック塀が倒壊し、２人が死

亡する事故が発生しました。

この事故を受け、同年より当事務所は管内市町村（喜多方市、北塩原村、西会津町、磐梯町、猪苗代

町）と協力し、小中学校の主要な通学路における、既存ブロック塀等の安全性について点検を行い、点

検結果を所有者等にお知らせしています。

ブロック塀等の点検のチェクポイントは以下のとおりです。

今年度は、１１月に猪苗代町と協力し、町内の既

存ブロック塀等を点検し、点検結果について所有者

等にお知らせしました。

今後も喜多方建設事務所では、管内市町村と協力

し、令和３年度内完了を目標に、小中学校の主要な

通学路における、既存ブロック塀等の安全性につい

て点検を行います。

１１月点検状況 （猪苗代町）
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